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集団の目標追求活動における

成員の原因帰属に関する研究

太田雅夫

Astudyonmembers'causalattributioningroupgoal-directedactivities

MasaoOHTA

研究目的

集団目標を追求する過程で，成員は集団目標

がどれほど達成できたかを評価するとともに，

そのような結果になったのは，如何なる原因に

よるかを判断する。それは因果性の認知と考え

られるが，また結果に対する対処の一つともみ

られる。単なる認知レベルでの現象として解明

することが求められる場合もあるが，原因の帰

属が，集団目標の追求に影響する場合もあると

思われる。

本研究では，集団目標を追求する過程におけ

る集団の自己調整システムを集団成員が集団目

標の達成を如何に自己評価し，如何なる原因帰

属をしているかを含めて明らかにしようとし

た。この研究は，従来から取り組んできた集団

システム全般の検討の一環でもあるから，原因

帰属を含むシステム全体について分析すること

になる。

成功または失敗の判定と，その原因の帰属と

についてはWeiner,Ｂら（1971）等の研究があ

るが，ここでは，集団の目標追求過程において

成功または失敗が生じた場合，それに対してど

のような原因帰属を集団成員が行うかという所

に焦点をあてることにした。

の６年男児,２０名で,各５名より成る４集団の

成員であった。予備検査では，０から９までの

乱数系列に各１から５までの数を加えるという

作業を課した。１５secの作業量を各の業績とし

たが，集団の編成には，１から５までの加算数

別業績や，集団内成員の業績にはかなりの変動

がみられるようにした。しかし，集団内成員の

総業績は集団間で小さくなるように努めた。ま

た，ソシオメトリック･テストの結果も考慮し，

集団内の成員間に選択や拒否が含まれないよう
に配慮した。

実験手続一実験において成員の行う作業は

予備検査の作業と同様であったが，集団内の４

名の成員が，ひとりは１を加算し，別の－人は

２を加算するという具合に各異なる加算作業を

行った。４名の作業量の合計を集団業績とした。

－試行は１５secで，実験事態，統制事態の各１２

試行を反復した｡成員の－人はリーダーとして，

上記の作業を行わず,作業の開始と終了の合図，

集団目標または集団業績（実験事態の場合）を

板書した。課題は最適化課題であった。

実験事態は，集団目標に関する情報と集団業

績に関する情報が成員に与えられる事態であ

り，統制事態は，集団目標に関する情報は与え

られるが，集団業績に関する情報の与えられな

い事態であった。

各試行は，集団目標の設定と提示，個人目標

研究方法

被験児一被験児は，金沢市立長土塀小学校

昭和６１年９月16日受理
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「ふつう」の自己評価に関しては，両方の原因

のどちらも選択することができた。したがって，

帰属がいずれであるかによって，自己評価が成

功または失敗であるとみなした。

各成員の期待する集団目標，個人目標，個人

業績,自己評価,原因帰属の報告は総てテンキー

を持つ反応装置によった。

実験期間一実験期間は，予備検査を含めて

1986年７月１４日から７月２３日までであった。

の設定，作業の実施，個人業績の報告，集団業

績の提示(実験事態のみ)，自己評価，原因帰属

という過程より成り立っていた。

原因の帰属は，Heider，Ｆ・（1958）を初め，

Weiner,Ｂらが検討した能力，努力，課題の困

難性，運を想定し，それらを自己評価後に選択

させた。

成功を示す自己評価「ひじょうによくでき

た｣，「まあまあよくできた｣，「ふつう」に対し

ては,｢私に作業をする力が十分あったから」(個

人能力)，「私がいっしょうけんめい作業したか

ら」（個人努力)，「私には作業（目標）がやさし

かったから」（個人課題困難度)，「私がついてい

た（運がよかった）から」（個人運）の４項目と

「皆に作業する力が十分あったから」（集団能

力）のように，帆私〃の代りに咽皆〃を主語とし

たものを４項目加え，都合８項目を与えて選択

させた。

失敗を示す自己評価「ぜんぜんよくできな

かった｣，「すこしよくできなかった｣，「ふつう」

に対しては,｢私に作業をする力が十分なかった

から」（個人能力)，「私には作業（目標）がむつ

かしかったから」(個人課題困難度)等のように，

上記成功の場合とは反対の８項目を設定した。

実験結果

１集団成員の原因帰属

集団成員が集団業績をどのように評価し，そ

のような結果となった原因をどのように帰属す

るか，等を明らかにするため，先づ集団成員の

事態別集団帰属・個人帰属別数をみると，表

１の通りとなる。この頻度は２つの集団の各４

名の１２試行の結果に対する反応総数である。し

たがって，各個人の繰り返し反応を含むもので

ある。実験事態では，「努力｣を選択する傾向が

強く，統制事態では，「能力｣を選択する傾向が

顕著である。この場合の伝達情報量（関連度，

Ｔ(Ｘ;Ｙ))は全体の４％程度である。

これを，成員個人の原因に帰す場合と集団の

事態別集団帰属・個人帰属別数表１

課題運計Ｔ(Ｘ;Ｙ)Ｄ(Ｙ;Ｘ)Ｄ(Ｘ;Ｙ）能力努力

[仏
Ⅱ仏
計(Ａ
計(&

篭）
是）

;:）
79）
113／

７
６
１
８
３
９
８
４

１
１
２
２
３
１
４

７
９
０
８
６
８
７
７

２
１
３
１
１
３

３
３
９
６
６
５
２
９

１
１
１
１
１

１
０
１
３
１
４
２
３

１
１
２
２
２
３
１

0.058０．０３００．０６６

０．１７５０．０９２０．１７６

０．０４００．０２００．０４０

０．０８５０．０４４０．０８７

（注）Ｉは実験事態，ＩIは統制事態を，ｉは個人帰属，ｇは集団帰属を示す。

原因に帰す場合とに分け，個人的か集団的かと認められる。とくに実験事態では，集団の努力
いうことと帰属種別との関連を全体的にみると，を重視するが，統制事態では，個人の運と集団
８５％といった所である。の能力とを挙げることが多い。伝達情報量は実

実験事態では集団の原因を指摘すること多験事態で６％弱，統制事態では17.5％もある。

〈，統制事態ではやや個人に原因を帰す傾向が成功の場合と失敗の場合を比較すると，表２の
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ようになる。この失敗は，前述の通り，各成員

の自己評価の結果が５段階評定で３，２，１で，

失敗の帰属を選択した場合であり，また成功は

成員の自己評価の結果が３，４，５で，成員が

成功の帰属選択をした場合であった。自己評価

が３の場合は，成功または失敗の帰属をするこ

とができたので；この帰属の仕方に応じて成功，

失敗を区分したのである。実験事態と統制事態

を通じて,成功が圧倒的に多く，Ｔ(Ｘ;Ｙ）は１．

７％である。これを実験集団と統制集団の別にみ

ると，実験集団では３％弱であるのに対して，

統制集団では9.8％であった。

表２事態別自己評価（Ｓ・Ｆ）別原因帰属別数

能力努力課題運計Ｔ(Ｘ;Ｙ)Ｄ(Ｙ;Ｘ)Ｄ(Ｘ;Ｙ）

Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｆ

[（
Ⅱ（
計｛

５
８
９
０
４
８

１
３
５

０
６
５
３
５
９

３
１
４

１
５
１
４
２
９

１
１
２

４
７
０
４
４
１

１
２
３
１

０
６
５
１
５
７

７
２
８
１
５
３

１

１
１
１

0.025０．０１３００３０

０．０９８０．０５２0.192

0.017０．００９0.024

（注）Ｓは成功，Ｆは失敗を示す。

自己評価別の帰属の仕方を示すと表３のようその成員自身の評価とその成員の行う帰属とが

になる。ここでの評価は，標準点であり，成員いかなる関連を持つかをみるため，成員自身の

の集団平均評価に対して各成員がどのような帰自己評価別帰属の仕方を示すと表４のようにな

属をするかをみたものである。実験事態では自る。当然のことながら，評定はばらつきが大き

己評価が２から５まで広く分布しているが，統〈，両事態共４の評定が全体的に多いが，実験

制事態では３と４の自己評価に限られている。 事態では努力に帰属させることが目立つ。統制

統制事態では，あまり自己評価が広く分布しな事態では結果が良かった場合（５の評定）の大

いという特徴がみられる。実験事態では自己評部分は能力に帰属している。４に評定する場合

価が普通の場合が多く，しかも「努力｣，「運」 は努力や運に帰属することが若干多いが，他の

が多い。しかし，統制事態では「まあまあよく帰属も比較的多く行われる。

できた」が多く，「能力｣，「運｣，「努力」等が顕帰属が個人的なものか，集団的なものかを分

著である。帰属が個人的なものか，集団的なもけて，自己評価の集団平均別集団帰属・個人帰

のかを分けてみると，実験事態では，特に普通属別数をみると表５のようになる。実験事態で

の評価（３の評価）で皆の努力に帰属させるこは評価のどの段階でも集団帰属が多い。した

とが多く，統制事態では，皆の能力や個人の運がって,Ｔ(Ｘ;Ｙ)は12％とかなり低い｡これに

lこ帰することが多い。 対して，統制事態では，３の評定では個人帰属

集団内の各成員の自己評価は様々であるが，が多く，Ｔ(Ｘ;Ｙ)は，1.5％とやはり低い。

表３事態別自己評価（集団）別原因帰属別数

評価能力努力課題運計Ｔ(Ｘ；Ｙ)Ｄ(Ｙ；Ｘ)Ｄ(Ｘ；Ｙ）

１
１

１
Ⅱ

２
３
４
５
３
４

６
８
８
４
８
２

１
１

５
８
６
４
１
０
１
３

６
６
２
２
３
１
１

３
２
４
２
６
５

１
１

０
４
０
２
８
８

２
４
２
１
２
６

)｡ⅢⅢ"Ⅲ』
） 0.012０．００６０．０１４
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表４事態別自己評価（個人）別原因帰属別数

評価能力努力課題運計Ｔ(Ｘ;Ｙ)Ｄ(Ｙ;Ｘ)Ｄ(Ｘ;Ｙ）

〕

の
〃
ユ
】
〈
〉
、
》
）
△
冗
扣
』
○
Ｆ
』
ロ
ー
）
｜
ｎ
℃
／
］
《
叩
く
四
）
△
勾
扣
」
ｃ
Ｐ
０
【
四
）

６
５
５
７
０
２
１
６
１
２

４
３
２
７
１
３
９
５

２

２
８
２
４
４
０
８
３

５
４
８
４
３
５
４
２

１

ｌｌ
ｊｌ）

１
１

１
Ⅱ

０．１６１０．０８３0.084

０．２９３０．１５４０．１７３

表５事態別自己評価（集団）別集団帰属・個人表６事態別自己評価（個人）別集団帰属．個人
帰属別数帰属別数

評価 ｇ計Ｔ(Ｘ；Ｙ)Ｄ(Ｙ；Ｘ)Ｄ(Ｘ；Ｙ）ｇ計Ｔ(Ｘ;Ｙ)Ｄ(Ｙ；Ｘ)Ｄ(Ｘ；Ｙ）評価

Ｉ
ｌ

Ｉ
Ｉ Ｉ

Ｉ

２
３
４
５
２
３
４
５

８
５
０
５
７
７
０
７

１
２
１

９
５
７
７
１
３
２
９

１
２
１

２
１

'1）
'1）

２
３
４
５
３
４

５
５
４
４
８
３

１
１
３

５
９
６
８
０
５

１
２
１
１
３

ill 0.012０．０１４０．００７ １ 0.0240.027０．０１２

竃）（ 0.015０．０１５００１７

0.049０．０４９０．０４９

これを個々の成員の自己評価別にみると，表

６の如〈になる。実験事態では，どの評定段階

でも集団帰属が多いが，集団平均の場合は３の

段階で極めて集団帰属が多かったのに対して，

個々の成員の自己評価では４の段階で多くな

る。そしてＴ(Ｘ;Ｙ)も2.4％と増加する｡統制事

態では２および３の評定段階で個人帰属が多

く，Ｔ(Ｘ;Ｙ)は4.9％にもなる。

成員の原因帰属が，Ｐ(t)－Ｇ(t)＝－e(t)と如何

に関連するかをみるために,－ど(t)別数をみる

と表７のようになる。実験事態では,－ど(t)が０

に近い所即ち結果がうまくいったと考えられる

場合では，努力に帰属することが多い。しかし，

統制事態では，０の場合は，帰属があまり集中

せず,－ど(t)が－１とか＋１では,能力に帰属す

る傾向が現われる。Ｔ(Ｘ;Ｙ)は実験事態で20.

6％と高く，統制事態でも16.7％である。

成員の原因帰属が，個人の業績と個人の設定

した個人目標との差と如何に関連するかをみる

ために，Ｐｋ(t)－ＧＩk(t)＝－ｓk(t)別数をみると表

表７事態別一ｓ（t)別原因帰属別数

能力努力課題運計Ｔ(Ｘ；Ｙ)Ｄ(Ｙ;Ｘ)Ｄ(Ｘ;Ｙ）

下
上
下
上

以
以
以
以

２
１
０
１
２
２
１
０
１
２

’
｜
’
｜

ｒ
－
ｌ
く
－
－
１
ｒ
ｌ
Ｉ
４
１
ｌ
ｌ

Ｉ
Ｉ Ｉ

２
２
１
６
２
８
８
４
６
３

１
１

２
６
５
３
１
１

２６

i）
il）

２
１
１
６
４

１ ６
８
１
５
９
５
３
２

０．２０６０．１０６０．１０８

９
１
３
１
４

0.167０．０８８０．０７７

２
３
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８のようになる。実験事態で－ｓk(t)が０の場合

努力に集中し,統制事態でのＯでは能力に,－１

ではむしろ運に集中する。Ｔ(Ｘ:Ｙ)は，実験事

態で2.3％,統制事態では,12.5％と統制事態が

かなり大きい。

原因帰属を集団帰属，個人帰属に分けて，そ

表８事態別一Ｇk(t)別原因帰属別数

能力努力課題運計Ｔ(Ｘ；Ｙ)Ｄ(Ｙ;Ｘ)Ｄ(Ｘ；Ｙ）

!（

､（

１
０
２
１
０

｜
｜
’

1２

１１

５
１
１
７
０

１
２

１

６
０
１

３
８
２
３
９

１
１

46）５０

$）

0.023０．０１２０．０２３

７

３２

0.125０．０６６０．１１５

４
１
１

れが－ｓ(t)と如何に関連するかをみると，表９

のようになる。実験事態では－e(t)の殆どの段

階で集団帰属が多い。しかし統制事態では,－

ｓ(t)が－１の段階では，むしろ集団帰属が優位

を占めるが，０から離れると個人帰属になる傾

向がみられる。ここでのＴ(Ｘ;Ｙ)は統制事態の

方が高く，4.8％となっている。

表９事態BＩ－Ｅ（t)別

集団帰属,個人帰属が－ek(t)と如何なる関連

をなすかをみると，表１０の通りとなる。実験事

態ではどの段階でも集団帰属が多く，統制事態

ではＯの段階では集団帰属が,－１では個人帰

属が多い。統制事態でのＴ(Ｘ;Ｙ)は5.3％とか

なり高い。

集団帰属・個人帰属別数

ｇ計Ｔ(Ｘ;Ｙ)Ｄ(Ｙ；Ｘ)Ｄ(Ｘ；Ｙ）

下
上
下
上

以
以
以
以

２
１
０
１
２
２
１
０
１
２

’
’

一
ｌ

ｒ
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｌ
ｌ
ｌ
ｒ
ｌ
Ｉ
ｌ
１
ｌ
ｌ
１

Ｉ
Ｉ Ｉ

８
７
狐
Ⅳ
２
、
別
６
５
３

４
１
０
１
２
７
２
６
７
９

１
１

１
１

ｉ
ｉｉ

0.033０．０３８０．０１７

０．０４８０．０４８０．０２２

表１０事態別一Ｂｋ(t)別集団帰属．個人帰属別数 行における集団目標Ｇ(t)とｔ－１試行におけ

る集団業績の偏差Ｄに対する集団業績の回帰係

数および相関係数を求めると,表１１の通りにな

る。実験事態において，正の関連が認められる

が，あまり顕著ではない。

集団業績が集団目標および過去の集団業績と

如何に関連するかを，それらの変数の一次結合

としてみるため，それらの変数に対する重回帰

係数および重相関係数を求めると表１２－(,)の

通りとなる。集団目標には正に，集団業績には

負に関連する傾向が実験事態で認められるが，

ｇ計Ｔ(Ｘ；Ｙ)Ｄ(Ｙ；Ｘ)Ｄ(Ｘ；Ｙ）

７
１
３
０
８

１
１
２
２

2９

３９

１
０
２
１
０

｜
｜
’

第）

:!）
IＩ

ｎｌ

0.020０．０２２０．０２０

1１

３４

0.053０．０５３0.048

２集団目標および集団業績に関する情報と集

団業績との関係

次に，集団業績が集団目標と過去の集団業績

との偏差に如何に関係するかをみるため，ｔ試
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表１１Ｄに対するＰ(t)の回帰係数および相関係数 あまり顕著ではない。これら変数間の偏相関は

表12-(2)の通りであるが,実験事態でのＧ(t)と

E-1P(t)との間で有意となる程度である。

これを，集団目標の変化量および過去の集団

目標と集団業績との偏差に分割し，それらとの

関係をみよう。集団業績がそれらに対する重回

帰係数および重相関係数を求めると，表13-(1)

Ｃ γ ｔα3５

．３４４

．３６６

－．１１７

．１６９

1．０９９

１．１８０

．３５３

．５１４

80.825

88.909

47.000

83.374

５２８

．５６４

－．０８３

．３５３

[(；
n個
Iは実験事態を，nは統制事態を示す。

1から４の数字は集団を示す。

注）

表12-（１）Ｇ(t)，Ｅ－１Ｐ(t)に対するＰ(t)の重回帰係数および重相

関係数

ＦＲＣＵ３１ ａ３２Ｃ

１
１

１
Ⅱ

4５．３３６

８８．５９７

９．７７６

１９．２００

､６８５

．５６６

．３１７

．２８９

－．１８９

－．５６２

．４９５

．５４４

､７３３

．３６６

．６５７

．９２７

２．７１６

．３６０

1.770

14.297*＊

１
２
３
４

注）＊*Ｐ＜､０１

表12-(2)Ｐ(t)，Ｇ(ｔＬＥ－ｌＰ(t)間の偏相関係数

γ１２．３ ｔ γ13.2 ｔ ｔγ23.1

､５４４

．３４６

．４０６

．３４６

１
１

１
Ⅱ

１
２
３
４

1.834

1.043

1.258

1.044

－．１６８

－．３５４

．５６６

．５３２

4.099*＊

4.344*＊

、３８２

１．８４０

、483

1.072

1940

1.777

、８２３

．８３８

－．１３４

．５４５

注）＊*Ｐ＜､０１

偏相関γのサフイックス１，２，３はＰ(t)，Ｇ(tLE-1P(t)の各変数を示す。

表１３－(1)（l-E-l）Ｇ(t)Ｅ－ｌと（t)に対するＰ(t)の重回帰係数お

よび重相関係数

ＲＣ Ｆα２１ α1３

、５１０

．０９１

－．１０８

．２６２

、５３０

．５５１

－．５２９

．６９４

３４５

．４９８

．６０２

．２８６

'（

､（

8０．８９６

９０．５８３

４６．２５７

８７．５９６

．３１４

．７７０

１．３２９

．２０７

１
２
３
４

表１３－(2)Ｐ(t)，（l-E-l)Ｇ(t)，Ｅ－１ｅ（t)間の偏相関係数

γ１２．３ ｔ γ１３．２ ｔ γ23.1 ｔ

3.427*＊

2.917*＊

2.800＊

2.749＊

、２７２

．０５０

－．１８６

．１２８

､801

.142

,535

.364

、３４４

．３８１

－．５３８

．２７２

1.037

1.166

1.805

.800

－．７７１

－．７１８

－７０４

－６９７

１
２
３
４

１
１

１
Ⅱ

注）＊Ｐ＜０５

＊＊Ｐ＜，０１
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の通りとなる。実験事態では両変数に対して正

の関連を示すが，顕著ではない。また，これら

の変数間の偏相関をみると，表13-(2)の通りで

あるが，集団業績は，過去の集団目標と集団業

績との偏差に強く関連し，集団目標の変化量に

はあまり強い関連を示さない。また，集団目標

の変化量と過去の集団目標と集団業績との偏差

との関連は実験事態，統制事態共いずれも負と

なり，しかも有意である。

３集団目標および集団業績に関する情報と集

団目標との関係

集団目標が過去の集団業績からの集団目標の

偏差一Ｅ－１ｅ(t)との関係をみるため，ｔ－１試行

における偏差に対するｔ試行の集団目標の係数

を示すと表１４の通りとなる。この変数に対して

負に関連することがむしろ多く，実験事態での

この傾向は，目標設定には，過去の目標が関連

しているのではないかと感じられる。

表l４－Ｅ－１Ｅ（t)に対するＧ（t)の回帰係数および相
関係数

Ｃ ｔα６３ γ

１
２
３
４

7２．８４２

９０．７６７

４３．９２８

７５．４８０

－．６３３

－．５８６

．４８９

－．５０６

'（

､（

－．４５１

－．５５５

．６４４

－．２２７

1.516

2.002＊

2.525＊

、６９９

注）＊Ｐ＜､0５

そこで，より一般的に集団目標の設定が過去

の集団目標および集団業績に如何に影響される

かについてみるため，ｔ試行の集団目標がｔ－

１試行の集団目標と集団業績に対する係数を示

すと表１５－(1)の通りとなる。α62,α61の殆どは

正で，負となる－つの集団を除いて重相関は大

きく有意である。これらの変数間の偏相関は表

15-(2)の通りとなる。集団目標は過去の目標に

関連して変化させる集団が多い。

４集団目標および集団業績に関する情報と

表１５－(1)Ｅ－１Ｐ(t)，Ｅ－ｌＧ(t)に対するＧ(t)の重回帰係数および重

相関係数

Ｃ ＲＦα６２ α6１

16.046*＊

15.162*＊

2.356

13.116*＊

１Ｇ

m(】

６．３１０

２５．７０６

６０．８３５

－４．９６６

､438

.251

.280

.837

、４３０

．４７９

－．６４６

．１６４

､９３４

．９３１

．７０９

．９２１

注）＊＊Ｐ＜０１

表15-(2)Ｇ(t)，Ｅ－１Ｐ(t)，Ｅ－ｌＧ(t)間の偏相関係数

ｔγ1２．３ γ13.2 ｔ ｔγ23.1

IG

n(】

.５３９

．４０８

．３５８

．６２５

1.810

1.262

1.085

2.263＊

2.394＊

3.478*＊

2.796＊

、５２６

、６４６

．７７６

－．７０３

．１８３

､191

.132

.391

.586

、５５１

．３７７

１．２０１

2.045＊

達成についての自己評価との関係

集団の結果に対する成員の自己評価が集団業

績と集団目標との差に如何に関連するかをみる

ため，その差に対する評定の集団平均の係数を

みると，表１６の通りとなる。実験集団の一つを

除いてはあまり顕著な相関はない。

自己評定の集団業績および集団目標に対する

表１６－ｓ（t)に対するＶ（t)の回帰係数および相関
係数

ＣＣＹＢ３ γｔ

u（

Ⅱ（

１
２
３
４

2.728

3.598

4.195

3.767

、0９２

－．０１０

．０１０

．０２１

、９２０

－１０９

．１３４

．３３７

7.423*＊

．347

.428

1.132

注）＊＊Ｐ＜､0１



第３６号昭和６２年6６金沢大学教育学部紀要（教育科学編）

関の顕著な実験集団の一つでは，自己評価は集

団業績に対しては正，集団目標に対しては負に

強く関連することがわかる。しかしそれ以外の

集団では顕著ではない。

係数を示すと表１７－(1)のようになる。集団業績

に対しては正に関連し，また集団目標に対して

は負に関連することが多いが，有意なのは実験

事態の－集団のみである。これらの変数相互の

偏相関をみると，表１７－(2)の通りとなる。重相

表１７－(1)Ｐ(t)，Ｇ(t)に対するＶ(t)の重回帰係数および重相関係

数

ＲＦＣ α８２ α8１

15.085*＊

、１５２

．０７８

．４９０

､９２２

．２３２

．１６９

．３９４

､098

.009

.003

.028

３
６
５
３

９
１
１
２

０
０
０
０

●
●
●
●

｜
’

2.394

1.420

４．７４９

３．２８４

１
２
３
４

１
１

１
Ⅱ

注）＊＊Ｐ＜０１

表17-(2)Ｖ(tlP(t)，Ｇ(t)間の偏相関係数

ｔγ13.2 ｔγ23.1ｔγ12.3

7.095*＊

、４９３

．５１３

96811.473*＊

478１．６３４

２０４、６２６

９３０7.604*＊

5.601*＊

、206

.086

1285

一.９２１

．１６２

－．１６９

､882

.068

.029

.394
１
２
３
４

１
１

１
Ⅱ

368 1.186

注）＊＊Ｐ＜、

５集団目標および集団業績に関する情報と成

員の個人業績との関係

集団成員が，集団および個人（自己）に関す

る情報に如何に影響を受けているかをみること

にしよう。まず，個人の業績が集団目標と過去

の集団業績との偏差に如何に関連するかをみる

ために，その偏差に対する個人業績の係数を示

すと表１８の通りとなる｡正の関連をもつ者でか

なり顕著な値を示す者がみられるが，あまり多

くない。

個人の業績が集団目標および過去の集団業績

と如何に関連するかをみるために，それらに対

する個人業績の係数を示すと表１９－(1)の通り

となる。有意な相関となる者も若干みられる。

これらの変数間の偏相関をみると表１９－(2)の

ようになる。

集団目標の変化量および集団目標と集団業績

との偏差に対して個人の業績が如何に関連する

かを示したのが表２０－(1)である。高い相関を示

表１８Ｄに対するＰｋ(t)の回帰係数および相関係数

Ｃ α3５ γ

Ｉｌ
ｌｌｌ

095

663

009

209

010

、286

2.657＊

、0２７

．６４１

1８．３５５

２３．９６５

２０．０４４

１８．４６０

043

402

005

078

005

032

118

709

043

0301３．７２７

021 、063

.968

2.628＊

、４２７

35.455

307

659

141

410

715

194

106

1２．６３６

２７．０９１

１１８１６

１２．２２４

１１．６６７

１１.293

15.913

33.365

15.029

19.067

1.349189

181

032

055

3.068*＊

、５９３

320

437

207

954

162 144

031 069

105 303

注）各集団内の１

＊Ｐ＜、０５

＊＊Ｐ＜、０１

４までの数は，成員を示す
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表１９ l）Ｇ(tハＥ－ｌＰ(t)に対するＰｋ(t)の重回帰係数および重相関係
数

Ｃ Ｒ Ｆα３ α3２

Ｉ
Ｉ
ｉ
Ｉ

４．８９８

１４．００６

７．２７７

１９．１５６

102 086

307

117

084

840 5.585＊

4.354＊446

062

807

J１
575

216

1.154

075 114

７．３８２

６６．１６８

１０．９５８

４．０９０

－５．７２６

９．１３２

047 025 293 219

237 110 357 341

107 126 317 260

862 603

237

223

056

759 ３．１７０

２．６７７

．４９６

１０．３９７*＊

146

156

301

025

040

132

020

096

731

419

904

1１
427

5.944 091 443

845

812

737

762

569

1.386

3.056

148

261

125

009

5.826＊

4.528＊

２．７７８

３．２３６

3.823

1０．９３５

注）＊Ｐ＜０５

＊＊Ｐ＜、0１

表19-(2)Ｐｋ(t)，Ｇ(t)，Ｅ－１Ｐ(t)間の偏相関係数

ｔ ｔγ12.3 γ13.2 γ23.1

''’
'7１

１
６
９
９
９
４
５
５
１
１
３
７
５
８
６
６

８
７
１
９
１
５
６
５
７
７
０
２
４
９
６
９

３
７
１
１
１
１
２
７
４
２
９
１
１
１
０
３

1.166 315

630

213

215

065

075

317

640

649

370

、９３８

2.292＊

、６１５

2.459＊

6.733*＊

4.254*＊

5.497*＊

3.773*な

3.669*＊

656

922

833

889

3.479*＊

339

575

339

441

623

．１８５

．２１２

．９４４

２．３５４＊

2.414＊

800

２
０
４
０
４
８
２
４
０
７
８

９
３
９
２
１
７
６
５
８
３
２

７
８
８
２
２
３
０
７
７
８
８

776 4.204*＊

3.255*＊

1.508

.795

5.961山＊

、３６１

．４１３

．５７０

．１８６

5.642*＊

、６３８

．６２０

１．１５５

．１７７

3.242*＊

3.530*＊

4.323*＊

1.126

362 1.098

1.292

1.380

1.018

1.047

．１０４

416

438

339

347

0371.221 4.181*＊

注）＊Ｐ＜０５

＊＊Ｐ＜､０１

人目標および個人業績と成員の期待する集団目

標との関係

まず，過去の集団業績からの集団目標の偏差

す者も少々はいるが，あまり多くない。これら

の変数間の偏相関は表２０－(2)の通りである。

６集団目標および集団業績に関する情報，個
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表20-(1)（l-E-1)Ｇ(t)，Ｅ-1ｓ(t)に対するＰｋ(t)の重回帰係数および

重相関係数

Ｒａ３４１ ａ３３１ ＦＣ

２
５
９
２
６
７
５
２
９
３
３
５
３
０
０
２

５
６
１
６
０
２
３
３
７
８
０
０
３
８
３
５

４
６
０
４
１
１
３
７
６
４
８
２
２
１
４
３

●
□
●
●
●
●
●
●
●
●
●
■
●
●
●
●

、５９９

１．８５２

．０００

．６３４

．０２７

－．１０７

．４２７

－．００２

．１９３

－．０３２

－．２０４

－．０７１
ｑ
〉
〈
Ｕ
〈
ｂ
〈
０
４
４
〈
０
万
１
勺
Ｌ
Ｆ
０
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表２０－(2)Ｐｋ(t)，（１－E-l）Ｇ(tlE-le（t)間の偏相関係数

γ１２．３ ｔ ｔγ13.2 ｔγ2３．１

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

＊
＊

＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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ワ
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０
Ｊ
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△
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Ｊ
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△
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△
ｏ
凸
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、409

2.489＊

０２８

．５６３

．０２７

．０６８

．９１２

２．７００＊

2.229＊

１．５１０

１．０７６

．５２３

．６０１

．５１６

．９４６

１.059
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601
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424
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2.129＊

００６

１．３２３

．１７７

．１４３

．６６１

．０１０

．１９５

．００９

－．０２４

－．３０７

．６９１

－．６１９

－．４７１

．３５６

－．１８２

．２０８

．１８０

．３１７

．３５１

－．６９６

－．８４７

－．７５０

－．７４９

－．７５５

－.７５５

－．７５７

－．７６６

－．７０３

－．７８４

－．７１４

－.７３８

－．６９１

－．７００

－．６５４

－．７２１

ｉ
ｉ
ｉ
Ⅱ

【 284

145 、413

1.138

.690

1.371

3.290*＊

、５７１

．１９２

．３５１

．０３４

．７９９

373

237

436

758

198

068

123

012

272

J１
注）＊

＊＊

Ｐ＜・Ｏ５

Ｐ＜、０１

集団目標の係数を示すと表22-(1)の通りとな

る。集団業績，集団目標共に正の関連を示す者

が多い。有意な相関を示す者はやはり圧倒的に

正の相関である。またこれらの変数間の偏相関

をみると表２２－(2)の通りとなる。

集団業績と集団目標との偏差および成員個人

に対して個人の期待する集団目標を如何に決定

するかをみることにしよう。その偏差に対する

期待する集団目標の係数を示すと表２１の通り

となる。集団全体の結果と同様，各個人も負の

関係を示す者が多い。

集団業績および集団目標に対しての期待する
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一Ｅ－ｌｅ(t)に対するＧｋ(t)の回帰係数および

相関係数

表２１ をみると表２３－(1)の通りとなる。ある者は個人

の偏差に影響を受け，また他の者は集団の偏差

に影響を受けるようである。それらの変数間の

偏相関を示すと表２３－(2)のようである。

７集団目標および集団業績に関する情報，個

人目標および個人業績と成員の自己評価との関
係

集団業績と集団目標との差に対する個人の自

己評価の関連を示したのが表２４である｡正の相

関が多く，特に高い相関の者は正である。

集団業績および集団目標に対する成員の自己

評価は，表25-(1)に示されている。集団業績に

は正，集団目標には負となる者が多く，かなり

高い相関を示す者は概してそのようになってい

る。これらの変数間の偏相関は表25-(2)の通り

であるが，ここでも同様の傾向が認められる。

集団業績と集団目標との偏差および個人業績

と個人目標との偏差に対して自己評定が如何な

る関連かを示す標準回帰係数は表２６－(1)のよ

うである。実験集団では集団情報に正となる者

が多いが，統制集団では負の者が多い。これら

Ｃ ｔα631γ

'１１１
雌

５１．２２１

75.793

９１．８５７

71.164

88.640

87.689

91.763

94.742

32.344

44.530

48.000

50.220

36.375

94.673

82.220

87.829

２
５
９
２
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４
０
４
７
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９
０
６
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０
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９
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５
０
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０
６
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●
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●
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一
乱
一
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一
一
一
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０
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３
２
８
３
２
４
１

７
６
３
８
１
４
５
９
０
６

４
６
３
０
３
５
４
４
４
６

●
●
●
●
●
●
●
◆
●
●

｜
｜
｜

｜
’
｜
’

1.628

2.636＊

1.056

.250

.985

1.965＊

1.524

1.695

1.325

2.643＊

１．１９９

．６８２

－．２７２

－１．９３０

－．５２１

、５１０

．１６８

－．２２２

－．５６８

－．１９０

１．７７９

．５１１

．６８３

－２．０７０＊

、581

注）＊ Ｐ＜０５

の業績と目標との偏差のどちらにより強く影響

を受けるかを検討するために，それらの変数に

対する個人の期待する集団目標の標準回帰係数

表22-(1)Ｅ－１Ｐ(t)，Ｅ－１Ｇ(t)に対するＧｋ（t)の重回帰係数および重相
関係数

Ｃ Ｆα6２ α６

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｉ

３３．０４２

33.265

-50.110

１２．０２９
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５
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1.304
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9.795*＊

1.169 15.627*＊

注）＊Ｐ＜０５

＊＊Ｐ＜、０１
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の変数間の偏相関は表２６－(2)に示されている。これも同様の傾向を示している。

表２２－(2)Ｇｋ(t)，Ｅ－１Ｐ(t)，Ｅ－１Ｇ(t)間の偏相関係数

ｔγ23.1ｔγ1３．２γ１２．３ ｔ

4.150*＊
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注）＊Ｐ＜､０５

＊＊Ｐ＜０１

表23-(2)Ｇｋ(t),一Ｅ－１ｅ(t),一E-1Ek(t)間の偏相関係数表２３－(1)－Ｅ－１ｅ（t),－Ｅ-1Ｇｋ（t)に

対するＧｋ(t)の標準回帰係

数

ｔγ13.2 ｔγ2３．１ｔγ1２．３

2.056＊

2.137＊

3.033*＊

2.554＊
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注）＊Ｐ＜､０５

＊＊Ｐ＜０１
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表２４ 巳（t)に対するＶｋ(t)の回帰係数および相関係数

Ｃ ｔα８３ γ
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４
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／
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4.524 379

注）＊Ｐ＜０５

＊＊Ｐ＜０１

表２５－(1)Ｐ(t)，Ｇ(t)に対するＶｋ(t)の重回帰係数および重相関係数

Ｃ Ｒ Ｆα8２ α８

、961
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注）．Ｐ＜０５



第３６号昭和６２年7２金沢大学教育学部紀要（教育科学編）

表25-(2)Ｖｋ(t)，Ｐ(t)，Ｇ(t)間の偏相関係数

ｔγ23.1γ１３．２ ｔγ１２．３ ｔ

3.050ｍ＊

、964

2.731＊

4.941*＊

、１９４

．３９１

．９９４

１．０３７

．７５７

6.826*＊

4.485*＊

6.626*＊
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表26-(2)Ｖｋ(t） ど(t） Ek(t)間の偏相関係数一ｓ（tＬ－ｅｋ（t)に対する

Ｖｋ(t)の標準回帰係数

表２６
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223 注）＊Ｐ＜０５

*＊Ｐ＜、０１

考察 ム全体をさらに解明しようとした。しかし，対

象とした集団はわずかであり，今後も検討を重この研究では，集団の目標追求過程における

成員の原因帰属に焦点を当て，自己調整システ ねていかなければならない。
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